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平成 26 年 2 月 10 日発行 

 

社団移行について 

 

一般社団法人神奈川県鍼灸マッサージ師会 

会 長 伊勢山 竹雄 

 

厳寒の候、神奈鍼会員の皆様にはますますご清栄のことお慶び申し上げます。 

さて、皆様には周知の通り特例民法法人の社団法人神奈川県鍼灸マッサージ師会は、

昭和２５年より６５年余りに渡り存続してまいりましたが、平成２６年１月５日をもって解

散し、平成２６年１月６日より一般社団法人神奈川県鍼灸マッサージ師会に移行設立をい

たしました。新法人は新しい理念をもった会として発展をしてまいります。 

《一般社団法人神奈川県鍼灸マッサージ師会の基本理念》 
 

私たちはみんなの笑顔の創出と「健康寿命」の支援を通じ社会に貢献します 
 

１．私たちは思いやりの心をもって、皆様が自らの力で健康を享授でき 

るようサポートします。 
 

２．私たちは他業種、他団体の連帯を図り地域の人々の健康を支えます。 
 

３．私たちは古来から伝わる「未病」（みびょう）の精神を貫き予防医学 

に寄与します。 
 

４．私たちはこの仕事やボランティア活動を通じて、人類の健康と平和 

に寄与いたします。 

会員の皆様には今後とも神奈鍼により一層のご協力・ご支援・ご鞭撻を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

 

＊なお、本会報に新社団法人の定款を同封いたします。ご受納ください。 

また、近日中に門標（正会員のみ）と、会員証を発送いたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 組織部長 小沢 繁之 
 

１月１９日、きれいに晴れた日曜日、平成２６年

新年賀詞交歓会が開催されました。でも、今年 

はいつもとは違います。「一般社団法人設立記念、新年賀詞交歓会」として国会議員、県

会議員、学校関係者等多くの来賓をお迎えし、多数の会員のみなさまにご出席いただき

開催いたしました。 

神奈鍼は昨年１２月、法人認定委員会の認定をいただき、１２月２４日県庁において認定

書をいただきました。そして１月６日から一般社団法人として歩みを開始いたしました。

みなさまのご支援とご協力に感謝いたします。 

 来賓の皆様からは多くのお祝いと励ましのお言葉をいただき、心新たにこれからの活

動を大切に歩を進めていかなければならないと思います。 

 今後代議員会や総会などをはじめとして、ご協力いただかなければならないことが多

くありますがご理解、ご支援をよろしくお願いいたします。 

 

－２－ 

いつもとは違う 

昨年１２月２１日に大変好評をいただきました『経営座談会・勉強会』の続編を開催いた

します。 

 

●日時：平成２６年３月２日（日）受付開始１２：３０  １３：００～１６:３０ 
 
●場所：かながわ労働プラザ（Ｌプラザ）９Ｆ 特別会議室 

横浜市中区寿町 1-4 電話 045-633-5413 

http://www.zai-roudoufukushi-kanagawa.or.jp/~l-plaza/map.html 

（根岸線）石川町駅北口から徒歩３分、（根岸線）関内駅南口から徒歩 13 分 

（地下鉄）伊勢佐木長者町駅から徒歩 12 分 
 

●内容：理念構築・戦略の立て方・意見交換会（座談会） 
 

＊参加ご希望の方は、同封のＦＡＸ用紙にて神奈鍼事務所へお申し込みください＊ 

 

 

新年賀詞交歓会 

◆福利厚生部からのお知らせ 

このたび理事会におきまして小野久雄先生の永年に亘る神奈鍼に対する功績により表

彰状並びに特別功労金を贈呈することになりました。 



  

  

－３－ 

第１部 宇土 博先生 

「新経絡医学の難知性疾患治療への展望」 

   

 

 

 

 

 

 

 

宇土博医師は、急性症状に優れた西洋医

療に対し、代替医療は慢性疾患に重要と感

じ、１９７０年代に中国で鍼麻酔が報じられた

以降 鍼灸の学習を始められ、同経相応取

穴法を学ぶ。ついで臓腑相応取穴法、井穴

刺絡治療を学び、０６年新経絡治療セミナー

を開設し、１１年新経絡医学会を創立され

る。日新製鋼の産業医として活動の傍ら、

広島市内に職業病外来の友和クリニックに

て治療の柱として新経絡治療を実践されて

いる。 

疾病は遺伝因子、習慣因子、環境因子が

重なり発生する。それぞれに対応し新経絡

治療、漢方、蛋白ダイエット、福祉工学を

応用し統合的医療により成果を上げる。 

 

経絡の詰まりにより疾病が発生し、詰ま

りの除去が改善治癒である。新経絡治療は

疼痛治療から、現代医学では難治性の病と

される多岐にわたる疾病（学習障害、鬱病、

痴呆、耳鳴り、難聴、アトピー、喘息、リュウ 

マチ他）に有効かつ優れた治療法である。 

 

平成２５年度 

第１回 神奈川県鍼灸マッサージ師会学術講習会報告 
 

平成２５年１２月１日（日）於：横浜市技能文化会館 
 

報告者：学術委員 谷口 修一 

同経相応取穴（※）による実技指導テーマ 

〈Ｌ４、Ｌ５間腰痛症〉 
 

腰痛が右なら、左の上肢（肘より先）、下肢

（膝より下）の取穴、左であれば右側で取穴 

使用経絡及び経穴の補瀉（先端が球形６ミ

リ程の鍉鍼使用） 

太陰肺経：列缺（絡穴）の押圧を加えつつ

尺沢付近の圧痛部への鍉鍼による瀉法（逆

流注） 

太陰脾経：公孫(絡穴)を把持しつつ陰陵泉

近辺の鍉鍼による補法（従流注） 

経絡、使用経穴が決まれば施術時間は数分

程度で良く、施鍼せずに済むので、神奈鍼

のフィールド活動を効率良く推進するのに

適した技法ではないかと思われた。（神奈鍼

で研修者を派遣し技法習得し、会員に普及

する価値ありと思う）ちなみに広島での研

修費１回五万円、全２０回とのこと。 

※中医では同名配穴法として恒常的に使用

されている配穴法。例：歯痛＝合谷(陽明)

⇔内庭（陽明） 

 

 

 



  第３部 朝日山 一男先生  

スポーツ講習会「現場での応急処置」 

～オリンピックを見据えた準備を～ 
 

県の体育協会に協賛し１０大会に参加。 

小・中・高校及び地域スポーツ現場１，２００

か所に及ぶ。 

参加するのは「今でしょう！」 

現場での心構え：チーム医療の一環とし

て・応急処置にとどめる・選手のため救急

処置の重要性：心肺停止状態で４分以内に

心肺蘇生法を行えば救命率が向上。救急車

到着までの所要時間平均６分。救急処置実

施者は自己の安全を確保しながら、医師に引

き継ぐまで応急処置として救命手当てを継続

して行う（死亡判断は医師に委ねる）。 

傷害が発生した場合、余力を残しながら（大

切）素早く行く。記録を残す。 

 主に緊急時の対処法についての行動・心

構えの基本についてお話しいただいた。冷静

に判断し行動できるよう平素から心掛けたい。 

－４－ 

第２部 林 秀卓先生  

「地域づくり指導者研修会②」 

参入メリットを聞いてみよう 
 

（藤沢師会）岩屋仁先生、（鎌倉逗葉師会）

柳瀬禎子先生、（平塚師会）磯崎弘夫先生ら

３氏にそれぞれの立場で、始めるきっかけ、

現在の状況、良かったこと、これから始め

るために必要なことを語って頂いた。参加

者には年齢に対応したレベルの運動法の選

択・興味を継続させるため、楽しむための

演出の工夫、行政向けには介護予防運動指

導員の資格取得がアピールに繋がる。利用

者に接することで信頼度が増し本業にプラ

スになる。今後スタートされる先生方には、

発表された先生方が良きアドバイザーにな

って頂けることを希望したい。 

 

 

 

 

＊震災ボランティアに想う        福利厚生部 梅田 春樹 

 本年も３回目のあの忌まわしい３・１１を迎えます。決して忘れることの出来ない日だが

震災直後から始まった神奈鍼のボランティア活動も皆様の熱烈たる真心に支えられ、回を

重ねる度に被災地の人々の胸奥にささやかな灯火を点す事が出来たのではないかとの思

いを強く感じます。又、昨年は全理事、監事の先生方にも活動に参加して頂き、神奈鍼全

体の意識に大きな波紋が拡がり、１２月１５日は寒波の襲来で東北自動車道がチェーン規制

という厳しい状況の中、無事故運転に徹して下さった先生方や、日帰り新幹線で参加して

頂いた先生方に深く、深く感謝いたします。 

現在も仮設住宅には１０万人を超す人々が入居を余儀なくされており、 

劣悪な環境の中、正に心温まる手技を楽しみにされています。今年は新 

たな一般社団法人のスタートの年でもあり、更なるボランティア事業を 

拡大し会員の真心を被災地にお届けしたいと想っております。 

  



 

  
＊ハンドボールマスターズ大会        報告者：浜鍼師会 松野 徹 

２０１３年１１月２日（土）９：００～１６：３０ 
 

（公財）神奈川県体育協会（以下県体協）の平成２５年度第２回メディカルサービスス

テーションが、１１月２日（土）横浜国際プールにて開催された第１５回ハンドボールマス

ターズ大会において開設され、神奈鍼のフィールド研修として参加してまいりました。 

ドクターは県体協スポーツ医科学委員会の河野医師（整形外科）、県体協トレーナー部

会からは渡部部会員、青柳部会員、トレーナーバンク登録者他から１９名の参加があり、

アシスタントには呉竹鍼灸柔整専門学校と法政大学スポーツ健康学部の学生８名が参加

し、延べ３０名のスタッフで運営が行われました。 

利用者は延べ１３６名と前年を大きく上回りました。この大会はリーグ戦方式で、１日

に６試合組まれていることから、傷病予防のためのテーピング施 

術とともに打撲系の急性外傷が多く見られました。後半からは、 

試合の合間に全身のケア、腰部、足部、肩関節の痛みに対して 

鍼灸マッサージ、ストレッチの施術が増えました。 

様々な資格や技術を持つトレーナーとの活動は、急性外傷への 

対応など貴重な体験が出来、まさに現場実習として有意義なもの 

となりました。 

神奈鍼会員の皆様にも是非参加していただきたい研修でした。 

 

 

＊第８回湘南マラソン             報告者：朝日山 一男 

鍼灸マッサージコーナー及びツボ・経絡ストレッチ指導コーナーの開設 

大磯プリンスホテル スタート・ゴールで２３，８９２人参加のもと第８回湘南国際マラ

ソンが開催されました。鍼灸マッサージコーナーの開設と同時に、今回は、セイリン化

成株式会社の協力で、パイオネックスを使用した、記録更新が期待できるツボの指導や

経絡ストレッチを施術の待時間に指導しました。スポーツに経絡ストレッチやツボ療法

が有効であることを理解してもらう良い機会となりました。 

 今年度は、横浜体操フェスティバルと重なり、横浜の先生の参加が少なく、施術者確

保に大変苦労しましたが、東京都の先生も含め３１名の参加で実施することが出来まし 

     た。また神奈川衛生学園専門学校からも、３２名の学生の協

力で走行前のパイオネックス施術１３８名、鍼マッサージ施術

３１７名、合計４５５名と過去最高の施術を行うことが出来ました。 

毎回、私たちの施術を心待ちにしている選手が多く、しっかり 

と大会の顔として根付き、継続の力を再認識できる大会でした。 

 

 

－５－ 



 

  

－６－ 

＊体操フェスティバルヨコハマ 2013    報告者：荒井 務 

神奈川県体育協会メディカルサービスステーション 

平成２５年１１月３日（日）横浜文化体育館にて、神奈川県体育協会主催メディカルサー

ビスステーションを医師１名、施術者トレーナー１３名、県体協担当トレーナー（理学療

法士ＡＴ）１名、学生会員（神奈川衛生学園）５名（引率教員１名）、ベッド６台にて施

術開始、被施術者１０１名（リピート２名含）に施術しました。 

体操フェスティバルヨコハマ２０１３は横浜市体育協会・横浜市体操協会主催で８８チー

ム約２６００名が参加、４０歳～７０歳代の女性が８割以上を占める大会です。マッサージが

多く鍼も３割位施術し、施術後のアンケート評価で施術効果の評判も大変良かったです。 

 

今回、アンケートを実施し国家資格免許について下記の質問をしました。 

１．はり師きゅう師、あん摩マッサージ指圧師が国家資格免許を有することを知っていますか？ 

  知っている ７２名   知らなかった １１名 

２．整体、カイロプラクッテク、足裏マッサージ等が無免許であることを知っていますか？ 

 知っている ３６名   知らなかった ４７名 

  

この結果を見ますと、鍼灸マッサージ師が国家資格を有していることはかなり浸透して

きましたが、整体、カイロプラクッテク等が無資格との認識が不足しています。今後も

イベントを通して鍼灸マッサージ業界のアピール、啓発の場として活用して行くべきと

思います。 

 

 

＊第３５回 丹沢湖マラソン大会          報告者：荒井 務 

平成２５年１１月２４日（日）丹沢湖マラソン大会は、山北町三保支所の２階にてトレー

ナー活動を行いました。今回は学生の参加が無く施術者１７名が受付から誘導、施術と併

用分担し大変なフィールド活動と成りました。ベッド１０台に対しベッド２台を２～３人

が担当する体制で行い施術者先生方には奮闘して頂きました。その結果受療者は、鍼灸

マッサージ施術１１４名 円皮鍼 施術９２名になりました。特に円皮鍼は自己ベストがで

た、後半の粘りが違う等の良好な感想を頂きました。 

参加先生方には感謝すると共にお疲れさまでした。次回は多くの会員がフィールド活

動に参加し、業界の啓発活動を担って頂ければと思っています。 

 



  

－７－ 

Ｈ２５年１０月１９～２０日 小田原保健センター 

「ふれあい健康フェステェバル」 
 
社会福祉協議会への寄付を目的に、「チャリティ 

鍼・マッサージ」を一般の方に行いました。 

２日間の利用者 ８０名 ボランティア会員 １７名                

 

Ｈ２５年１１月２３日 山北保健センター 

「キッズ・カーニバル」 
 
利用者 ３４名 ボランティア会員 ３名 

翌日に丹沢湖マラソンがあるため、ボランティ 

ア会員を分散しました。１０～１４時のイベント、 

育児中のご家族を対象に「子育て支援マッサージ」 

を行いました。 

＊毎年好評で、続けることでリピーターが増えることは、師会としても大変、うれしく思います。 

ボランティア会員の活動費を東日本大震災の寄付に充てることも継続しています。 

毎回、アピールしていた「アクリル毛糸たわし」が、品不足のため、入荷できず残念でした。 

報告者：安藤 誓子 

 

 

活 動 報 告 

鎌倉逗葉鍼灸マッサージ師会 

学  術  講  習  会 

毎年好評の山口智先生による講習会です。 

今回は、線維筋痛症候群とその類縁疾患に対する鍼灸・手技療法について、ご講義と

実技をご披露頂きます。 
 

◆講 師：山口智先生（埼玉医科大学東洋医学センター講師、医学博士） 

◆演 題：線維筋痛症候群とその類縁疾患に対する鍼灸・手技療法 

◆日 時：平成２６年３月２日（日） 受付１３：００ 講習会１３：３０～１７：００ 

◆場 所：鎌倉市生涯学習センター 第６集会室 

     鎌倉市小町１－１０－５（ＪＲ鎌倉駅東口徒歩３分） 

電話 ０４６７－２５－２０３０ 

◆参加費：１，０００円（鎌倉逗葉師会会員は無料） 

◆お願い：ビデオ・写真等の撮影はご遠慮願います。 

◆問合せ先：沢田 ＴＥＬ ０４６７-４６-５７６１ 
 



 

 

 

≪ キャンペーン内容 ≫ 

● 新たにご加入された方に、全国デパート共通券・図書カード

のいずれか 3,000 円分をプレゼント。 

● さらに抽選で５０人に１人、月額掛金相当額 （上限３万円）

の全国デパート共通券が当たる！ 
 

仮に将来、国民年金の受給開始年齢が引き上げられても安心。 

 国民年金基金は、６５歳から年金が受取れます。 
※２口目以降には 60 歳から年金が受取れるものもあります。 

 

掛金について 
現在の掛金は平成 26 年 3 月 31 日までとなっております。 
詳しくはパンフレットをご請求ください。 

－８－ 

● 施術所開設届の際の資格確認の徹底について ● 
 

この度他人の柔道整復師免許をコピーし「施術所開設届け」を提出し、療養費

の受領委任に関する申し出がなされていた事例が判明しました。 

これによって、施術所の開設届け等の際には本人確認を徹底するよう厚生労働

省より各都道府県、保健所へ通達が出されました。 

 国民の健康な生活を確保する観点から、かかる不正行為をみすごされることのないよ

う、 また 、そ れに 誤 って 加 担す るこ との なきよ う会 員の 皆 様に お 願い 申 し上げ ます 。 

◆学術部より〈平成2５年度 受講者カード送付について〉 

受講者カードは平成２６年３月1日から３月２５日までに下記「神奈鍼事務所」までご送

付くださいますようお願いします。 

〒２３１-００６５ 横浜市中区宮川町 2－55 ルリエ横浜宮川町３０４号 

 （一社）神奈川県鍼灸マッサージ師会 

一般社団法人 神奈川県鍼灸マッサージ師会   〒231-0065 神奈川県横浜市中区宮川町 2-55 ルリエ横浜宮川町 304 

TEL.045-242-7790 FAX.045-242-7791 E-mail：kanasin@apr icot .ocn .ne.jp 

 

 

 

  
 

まずはお気軽に資料請求を！ 

フリーダイヤル  ０１２０ -１５１２８９ 
（土・日・祝日を除く 9：00～17：00）  

http://www.hari-kyuu.org/ 
（ＨＰリンク先で 24 時間受付） 

 
 

 

※ 資料請求をしていただくと、加入をご検討されている方の掛金・年金額等のプランを作成いたします。 

 

編集後記 新社団法人に移行して最初の会報となりました。今回より入退会者名簿の掲載を

中止させていただきました。少しずつですが紙面をより読みやすく、より利便性を高めて行きた

いと存じます。会員の皆様のご意見をお寄せください。   編集者：広報部長 知久 京子 

 


